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くらしき作陽大学・作陽短期大学　研究紀要　第58巻第１号・第２号合併号（通巻第104巻）2025年

１．はじめに
　2021年度入学生から全学的なカリキュラム改定がおこなわれた。音楽学部においても「学部開講科
目」を「音楽の理論と基礎を学ぶ科目群」、「演奏力とアンサンブル力を身につける科目群」、「職業音
楽人キャリア科目群」、「教職関連科目群」の４つに大別した。その中で「職業音楽人キャリア科目群」
の卒業必修科目として１年後期に「職業音楽人キャリアⅠ」、２年前期に「職業音楽人キャリアⅡ」
を新規開講した。「職業音楽人キャリアⅠ」の実践については2024年度に報告した１。本稿では「職
業音楽人キャリアⅡ」の実践について報告する。なお『職業音楽人（しょくぎょうおんがくじん）』
の呼称は造語であり、カリキュラム改定の際に筆者がネーミングしたものである。

２．「職業音楽人キャリアⅡ」について
２−１．目的
　音楽学部生の進路は「中学校教諭、高等学校教諭、演奏家、オーケストラ団員・吹奏楽団員、音楽
隊員（自衛隊・消防・警察）、音楽教室講師、音楽関連企業、楽器店、楽曲制作者、マーチング指導者、
海外留学、大学院進学」と多岐に亘り、同一授業の中で扱うことは難しい。そこで「職業音楽人キャ
リアⅠ」では敢えて「就職」というキーワードを使わず、先ずは「学生の心に火をつけ、やる気を起
こし、その背中を押すこと」を目的とした。「職業音楽人キャリアⅡ」ではもう一歩踏み込んで、「自
分の生き方あるいは自分らしく生きるとは何かを考えてもらうこと」を目的とした。
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要　旨
　2021年度入学生から全学的なカリキュラム改定がおこなわれ、「職業音楽人キャリア科目群」の卒業
必修科目として１年後期に「職業音楽人キャリアⅠ」、２年前期に「職業音楽人キャリアⅡ」を新規開
講した。本稿では「職業音楽人キャリアⅡ」の実践について報告する。音楽学部生の進路は多岐に亘
るため、同一授業の中で扱うことは難しい。そこで「職業音楽人キャリアⅠ」では敢えて「就職」とい
うキーワードを使わず、先ずは「学生の心に火をつけ、やる気を起こし、その背中を押すこと」を目的
とした。「職業音楽人キャリアⅡ」ではもう一歩踏み込んで、「自分の生き方あるいは自分らしく生きる
とは何かを考えてもらうこと」を目的とした。テキストにリンダ・グラットン／アンドリュー・スコッ
ト著『LIFE SHIFT 100年時代の人生戦略』の学生向けエッセンシャル版『16歳からのライフ・シフト』
を選定した。「職業音楽人キャリアⅠ」同様に90分間全８回分の授業を自らビデオカメラで撮影編集し、
当日中にYouTubeに限定配信して、そのURLをグループLINEで受講生に伝えた。「2022年度の授業評
価アンケート結果」の質問Bの「９ この授業に対する担当教員の意欲や熱意を感じましたか。」の項目
では「とてもそう思う」が39/49（約80％）、「そう思う」が10/49（約20％）であった。「10 授業内容は、
よく理解できましたか。」の項目では「とてもそう思う」が38/49（約78％）、「そう思う」が11/49（約
22％）であった。
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２−２．概要
　図１にシラバスを示す。授業の到達目標に『「キャリア」とは単に「就職」に関することだけでは
なく、これからの人生において「どのように働くのか」や「どのような生活を送るのか」を含めた「生
き方」であり、その意味を正しく理解する。』と記載した。「職業音楽人キャリアⅡ」では、このテー
マについて少し深く問うので、テキストにリンダ・グラットン／アンドリュー・スコット著『LIFE 
SHIFT 100年時代の人生戦略』の学生向けエッセンシャル版『16歳からのライフ・シフト』２を選定し
た。「職業音楽人キャリアⅠ」同様に90分間全８回分の授業を自らビデオカメラで撮影編集し、当日
中にYouTubeに限定配信して、そのURLをグループLINEで受講生に伝えた。全８回分の授業ノート
および「まとめのレポート」を各自のスマートフォンで撮影し、その写真をUNIVERSAL 
PASSPORT（以下UNIPA）の「クラスプロファイル」の「課題提出」へ１週間以内に提出すること
を評価方法とした。提出されたノート写真に関してはUNIPAで毎回コメントを返し、未提出者には
個別にLINEで促し、「やむを得ない事情による欠席」如何にかかわらず、欠席した回であっても
YouTubeで動画を見て必ず全てのノート写真を提出させることに努めた。非常に手間暇のかかる方
法だが「職業音楽人キャリアⅠ」で目に見える教育効果があったので、継続していった。

図１　「シラバス」

２−３．初回授業
　図２に初回授業の提示教材と授業風景を示す。先ずは『思い込みをぶっ壊せ』『違和感を持て』の
再確認と称して、「職業音楽人キャリアⅠ」の初回授業を再度実施した。これは後々の伏線にもなっ
ているが、「見えないものや予想できないものに対して、人は不安を感じる」の裏返しで、一度見た
ことのある資料や動画を使って同じ講義を聞くと、記憶への定着率も向上するという体験をさせるた
めである。同時に予習の有用性であり、「未来を想定することが実は不安解消に繋がるということ」
の体感実験でもある。提示教材は「職業音楽人キャリアⅠ」からの一貫性を持たせるために全てプレ
ゼンテーションソフト『Prezi（プレジ）』３で作成しており、ワイヤレスマイクを持ちながら
Bluetoothの指輪型コントローラーで操作した。
　初回授業で特筆すべき点は2022年にデビュー50周年を迎えた68歳の現役シンガーソングライター
「松任谷由実（荒井由美）」４を例に、寿命が伸びたことも含め、皆の想像以上に現役時代が長くなっ
ている事実を示したことである。「日本の寿命は過去200年の間に10年に２年以上のペースで伸びてき
た。いま20歳の半数以上が100歳以上、40歳の人は95歳以上、60歳の人は90歳以上まで生きる可能性
がある。」５と言われている。まさに目の前にいる受講生の多くは100歳以上まで生きる可能性があり、
医療技術の発展も伴って心身が健康であれば50年間以上現役で音楽活動を続けていくことが可能な時
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代になった。「より自分らしく生きる」ためにはどうすれば良いのか、何を大切にしていくべきなのか、
そのためにも大きく人生観が変わることを受け入れていく準備が必要であり、「80歳の自分を考える
こと」を手がかりとし、そのきっかけを自ら探っていく授業であることを伝えた。

図２　「初回授業の提示教材と授業風景」

２−４．２回目以降の授業
　図３に２回目以降の授業の提示教材と授業風景を示す。ここからは大きく前半と後半に分けており、
先ずは『WARMING UP』と名付けた導入部分を設け、後半の『16歳からのライフ・シフト』に繋が
る話題を用意した。「職業音楽人キャリアⅡ」では前半にかなりの時間を割いて、ある程度の前提条
件になるキーワードを詳細に解説した。著者が『LIFE SHIFT 100年時代の人生戦略』の読後に感じ
たことであるが、人材論や組織論の世界的権威でありロンドン・ビジネススクール教授のリンダ・グ
ラットンが書いているので、成功哲学や自己啓発における世界的ベストセラーであるスティーブン
R.コヴィー著『７つの習慣』に通じる考え方が根底に流れていると思われた。さらに自らの読書遍歴
を遡りながら、この考え方に近い著書や人物の話を加えて、その基礎的要素の積み上げも同時に必要
であると感じた。各回の『WARMING UP』の話題は以下のとおりである。

　２回目）品質とスピードはトレードオフか？
　３回目）教養なんか身につけても何かの役にたつことがあるんですか？
　４回目）困った時は補助線を引いてみる。
　５回目）【人生の補助線】成功者の共通点を知る「７つの習慣」
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　６回目）【人生の補助線】稀代のアイディアマン「小林一三」
　７回目）【人生の補助線】後手に回るより、先手を打とう「上流思考（UPSTREAM）」
　８回目）【人生の補助線】最強のソリューション「早寝早起き朝ごはん」

　後半で使用している『16歳からのライフ・シフト』は、2023年８月22日初版の高校生向けに書かれ
た230ページのB5判の単行本である。2022年度と2023年度は『LIFE SHIFT 100年時代の人生戦略』
の日本人設定に置き換えた『超訳ライフ・シフト ： 100年時代の人生戦略』を使用していたが、2024
年より変更した。東洋経済新報社のウェブサイトにこのシリーズのマップ６が掲載されているが、事
実上の後継版にあたる。図４に示す。「全国の中学・高校「総合的な探究の時間」「家庭科」、大学・
専門学校のキャリア教育のテキストとしてお使いいただけます。」７と書いてあるとおり、『超訳ライ
フ・シフト：100年時代の人生戦略』よりかなり要約かつ整理されている。監修の「宮田純也・未来
の先生フォーラム」のおかげであることは間違いない。文中に細かく薄い緑色で「まとめ」が記載さ
れており、章末ごとに「問い」も設定されている。何人かの受講生はこの「問い」に対しての自らの
感想なり回答をノートに書いて提出してくれていた。読書習慣のあまりない大学生であっても、この
「まとめ」があることの意味は大きく、内容理解の手がかりにはなる。教科書選定の難しさを感じて
いたところであったので、『16歳からのライフ・シフト』の発行は福音であった。

図３　「２回目以降の授業の提示教材と授業風景」
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図４　「ライフ・シフトシリーズ」
 
２−５．まとめのレポート
　図５に「まとめのレポート」を示す。「まとめのレポート」には一切の制限をつけていないので、
上手なイラストを加えて紙のノートに書く者、MS-Wordで丁寧に書く者、UNIPAに直接記入する者
など、表現方法にも多様性が見られた。多岐に亘る進路の選択肢があるように、自分に合った表現方
法を自ら選択することも「思い込みをぶっ壊せ」が体現できた証ではないかと考える。

２−６．授業評価アンケート
　図６に「2022年度の授業評価アンケート結果」を示す。総じて有益であったとの回答を得た。特に
質問Bの「９ この授業に対する担当教員の意欲や熱意を感じましたか。」の項目では「とてもそう思う」
が39/49（約80％）、「そう思う」が10/49（約20％）であった。「10 授業内容は、よく理解できました
か。」の項目では「とてもそう思う」が38/49（約78％）、「そう思う」が11/49（約22％）であった。「職
業音楽人キャリアⅠ」よりも難しい内容のため、受講生に理解して貰えるかが不安だったが、嬉しい
結果であった。

３．所感
　2025年前期から４年目の「職業音楽人キャリアⅡ」を開講している。有難いことに１年目に教えた
2021年入学生から現時点で延べ15名の教員採用試験現役合格者が出た。もちろん諸先生方のご指導の
賜物であると十分感謝した上で、微力ながらこの授業をとおして「最後まで諦めるな」「自分の人生
は自分で決めろ」と言ってきたことが何かしらの着火剤となって背中を押してあげられたのではない
かと自負している。今後も熱い心を持った『職業音楽人』を育成していきたい。

註
１　『くらしき作陽大学 作陽短期大学 研究紀要』第57巻　第２号（通巻第103号）2024，p.151-161
２　リンダ・グラットン／アンドリュー・スコット，『16歳からのライフ・シフト』2023，東洋経済

新報社
３　https://prezi.com/
４　https://yuming.co.jp/
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経済新報社

６　https://str.toyokeizai.net/-/book/life-shift/
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図５　「まとめのレポート」
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図６　「2022年度の授業評価アンケート結果」
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